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研 究 内 容 ● 感染症ウイルスの分子疫学的解析
　�感染症は、途上国ばかりでなく先進国においても、未だ人類の脅威となっています。
　�2019年12月より世界中に蔓延している新興感染症のCOVID-19（SARS-CoV-2）、熱帯感染症ウ

イルス（Dengue, Zika 等）、下痢症ウイルス（Rota, Noro, Bufa, Adeno 等）を分子疫学的解
析法によって、ウイルスの塩基配列変異をもとにした系統分類・プロファイリングを行っています。
Bufa virusはType1~3の3つの型が存在しており、その中のType3を世界で初めて発見し、ウイ
ルスの全ゲノムを明らかにしました(8)。

● デングウイルスと新型コロナウイルスの重複感染による重症化メカニズムの解析
　 （若手研究、JSPS、2022-2024年度）
　�バングラデシュにおいて、デング出血熱(DHF)が急増しており、原因メカニズムの解明と対応策が

喫緊の課題です。重症化メカニズムを解析すると同時に、対応策として途上国で運用可能となる
迅速かつ適切な医療診断システムの構築を目指しています。

研 究 業 績・
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